
『
ち

ご
』
　
の

教

育

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
　
橋
　
俊
　
乗

　
寺
子
屋
の
漣
源
研
究
に
重
て
、
見
逃
す
事
の
出
來
な
い
重
要
な
材
料
は
、
寺
院
に
於
け
る
チ
ゴ
の

敷
育
で
あ
る
。
よ
っ
て
主
ご
し
て
承
安
時
代
か
ら
室
町
時
代
に
至
る
チ
ゴ
に
關
す
る
主
な
事
項

を
氣
つ
く
ま
、
に
一
蓮
り
ま
ε
め
て
見
元
い
。

鴫
名

sorg

　
チ
ゴ
に
秘
す
る
漢
字
は
後
世
は
「
稚
児
甘
書
く
の
が
多
い
け
れ
こ
も
、
古
い
所
は
普
通
は
「
見
」
こ
の

み
書
い
た
。
軍
記
本
で
は
「
馳
兇
」
ご
書
い
た
例
も
あ
る
。
室
町
時
代
の
宗
祇
法
師
の
「
児
激
訓
」
も
、
寺

チ
ゴ
の
激
訓
を
内
容
令
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
「
チ
ゴ
ノ
ケ
ウ
ク
ソ
」
又
は
「
チ
ゴ
ノ
ヲ
シ
へ
言
護
む

の
で
あ
る
。

　
し
か
し
元
郷
、
チ
ゴ
醜
い
ふ
語
は
寺
の
児
だ
け
を
指
す
の
で
は
な
い
事
は
言
ふ
ま
で
も
な
い
。

勿
論
、
一
般
に
児
董
を
指
し
元
語
で
あ
る
。
寺
院
の
男
は
、
そ
の
年
齢
か
ら
言
へ
ば
、
ご
く
幼
少
な
嬰

　
　
ち
　
こ
の
　
敦
育
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
三
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究
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三
十
入
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五
壇

兇
、
乳
児
を
意
昧
し
な
い
事
は
寺
院
の
性
質
上
、
こ
れ
ま
旋
明
か
な
事
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
チ
ゴ

ご
い
ふ
語
は
滑
津
は
「
般
幼
少
な
子
供
の
中
で
も
．
比
較
的
幼
少
な
者
を
指
し
穴
。
生
れ
た
早
々

の
新
生
見
を
も
チ
ゴ
ε
い
ふ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
そ
の
け
し
き
あ
り
て
、
よ
う
つ
に
さ
は
ぎ
け
る
程
に
、
ち
ご
は
む
ま
れ
給
て
（
榮
華
物
語
、
玉
村
菊
）

ご
あ
る
の
は
、
そ
の
M
例
で
あ
る
。
恐
ら
く
チ
ゴ
の
本
義
は
乳
見
の
義
で
あ
っ
て
、
も
ε
は
哺
乳
時

代
の
子
供
を
指
す
名
辮
で
あ
っ
た
も
の
で
あ
ら
う
。

　
　
い
み
じ
う
・
つ
写
し
き
女
主
生
れ
給
へ
り
。
…
…
∴
ご
日
の
塵
獺
）
は
本
家
に
せ
さ
せ
給
、
五
日

　
　
の
夜
は
大
殿
よ
う
、
七
日
の
夜
は
大
宮
よ
り
ご
ぞ
。
中
宮
、
か
ん
の
ε
の
よ
り
は
、
ち
ご
の
御
ぞ

　
　
ビ
ぞ
あ
）
け
る
（
同
書
、
つ
ぼ
み
花
）

ご
あ
る
の
も
右
の
例
で
あ
る
。

　
そ
れ
か
ら
成
長
し
て
、
十
四
五
．
歳
ぐ
ら
ゐ
、
稀
に
は
十
七
入
歳
ま
で
も
チ
ゴ
ご
呼
ん
だ
ら
し
い
。

　
　
十
ば
か
り
兇
の
（
狭
衣
物
語
、
巻
三
之
中
）

　
　
十
ば
か
り
な
る
子
を
…
…
…
こ
の
兇
の
遊
に
欝
で
て
往
ぬ
る
が
（
宇
治
二
二
物
語
、
巻
十
二
）

　
　
十
二
三
許
ナ
ル
兜
（
太
亭
寵
巻
二
）

　
　
皆
石
ト
テ
十
入
ニ
ナ
ル
兜
ノ
ア
ヲ
ケ
ル
ガ
（
源
挙
盛
嚢
詑
巻
十
｝
）



　
從
っ
て
可
な
り
年
齢
が
長
し
て
。
【
子
供
ら
し
い
奢
を
「
兇
め
く
」
こ
か
『
ち
こ
の
や
う
に
」
な
ご
言
ふ

こ
定
が
多
い
。

　
　
こ
れ
を
だ
に
（
十
入
畿
の
狼
衣
た
言
ふ
）
母
宮
は
兇
の
や
う
な
る
も
の
を
ご
あ
え
か
に
い
ま
一
し
き
ま
で

　
　
思
い
た
ん
め
れ
ざ
、
（
狼
衣
物
語
巷
一
之
上
）

は
そ
の
扁
例
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
ほ
ち
も
ロ
　

　
室
町
時
代
に
な
る
ご
、
大
兇
、
中
児
、
小
確
な
ざ
ビ
年
齢
又
は
身
長
，
に
よ
る
匠
別
的
の
名
霧
が
出
來

淀
。　

寺
院
の
チ
ゴ
は
勿
論
男
見
の
み
で
あ
る
が
、
一
般
に
は
男
女
通
じ
て
言
っ
た
。
そ
の
例
は
既
に

引
用
し
た
中
に
も
あ
る
が
、
爾
も
う
一
つ
あ
げ
て
見
る
ご
、

　
　
大
、
將
殿
の
兇
工
臨
を
世
に
な
き
も
の
に
見
奉
る
入
も
（
濱
松
中
納
嘗
物
語
谷
二
上
）

兇
姫
震
ε
は
チ
ゴ
ε
姫
君
ご
を
並
べ
π
の
で
な
く
女
性
の
兇
を
曾
ん
で
言
つ
だ
一
つ
の
軍
語
で

あ
る
○

861

　
チ
ゴ
ε
似
π
語
に
ワ
ラ
バ
が
あ
る
。
（
女
の
自
幕
の
フ
ラ
バ
は
、
こ
、
で
は
論
じ
な
い
）
。
チ
ゴ
を

兇
ε
書
く
の
に
醤
し
て
、
量
の
字
を
充
て
る
。
ワ
ラ
バ
は
寺
院
の
ワ
ラ
バ
も
あ
う
、
一
般
に
も
使
ふ
。

　
　
ち
　
こ
　
の
歎
育
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
五
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五
六

ワ
ラ
バ
は
フ
ラ
ハ
ペ
、
フ
ラ
ベ
ε
も
い
ふ
○
フ
ラ
バ
ペ
・
フ
ラ
ペ
は
董
部
ご
書
く
。
チ
ゴ
ε
プ
ラ
ハ

ご
を
彊
別
な
く
使
用
す
る
こ
ε
も
あ
る
が
、
普
通
は
逼
即
す
る
。
李
安
時
代
の
中
頃
か
ら
以
後
は

大
膿
次
の
や
う
に
匹
別
し
て
使
は
れ
た
や
う
で
あ
る
。

　
國
語
か
ら
言
ふ
ご
、
プ
ラ
ハ
は
語
原
か
ら
言
へ
ば
、
元
服
を
し
て
理
髪
す
る
以
前
、
解
髪
の
歌
態
を

言
っ
た
語
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
意
味
に
於
て
は
貴
賎
に
依
ら
す
す
べ
て
の
子
供
に
謝
し
て
プ
ラ
ハ

を
使
ふ
。
次
の
例
は
皇
子
を
指
し
て
み
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　
　
　
　

　
　
三
ε
こ
ろ
御
か
う
ぶ
り
（
元
服
）
せ
さ
せ
給
へ
り
、
四
の
宮
の
ぞ
ま
だ
わ
ら
は
に
お
は
し
ま
す
（
榮
華

　
　
岩
陰
）

從
っ
て
や
》
成
長
し
だ
子
供
を
総
括
し
て
い
ふ
時
は
、
チ
ゴ
よ
り
も
フ
ラ
バ
ε
言
ふ
こ
ご
が
多
い
○

　
次
に
プ
ラ
ハ
は
身
分
の
低
い
子
供
を
言
ふ
が
、
チ
ゴ
は
プ
ラ
ハ
．
に
比
し
て
は
身
分
の
良
い
も
の

を
指
す
や
う
で
あ
る
。
從
っ
て
チ
ゴ
に
は
美
し
い
上
品
な
子
こ
い
ふ
意
味
が
含
ま
れ
て
み
る
。

　
　
山
昂
中
ノ
】
童
部
マ
デ
モ
よ
甲
ハ
　
（
源
昌
盛
明
記
谷
三
十
四
）

　
　
な
ご
こ
の
董
を
見
ん
ε
思
ふ
ら
ん
ご
思
ふ
ほ
こ
に
、
十
ば
か
り
な
る
童
の
來
た
る
を
（
宇
治
給

　
　
遣
巻
じ

な
ご
は
右
の
例
で
あ
る
。
又
プ
ラ
ハ
は
召
使
を
意
昧
す
る
が
、
チ
ゴ
は
普
通
は
か
、
る
意
昧
を
持

の
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つ
て
る
な
い
。
雪
菜
な
ご
も
牛
を
飼
ふ
召
使
の
義
で
あ
る
。
上
葉
、
女
董
も
こ
の
例
で
あ
る
。
寺

院
の
プ
ラ
ハ
ご
チ
ゴ
を
比
較
す
る
ご
、
チ
ゴ
は
後
世
寺
小
姓
ご
言
は
れ
る
や
う
に
，
師
匠
の
側
に
侍

し
て
、
或
る
程
度
ま
で
は
師
匠
に
使
役
せ
ら
れ
る
か
ら
、
一
種
の
召
使
で
あ
る
が
、
か
、
る
用
務
は
チ

ゴ
の
生
活
の
一
部
分
で
あ
っ
て
、
大
圏
は
學
闘
す
る
こ
ご
を
目
的
ご
し
て
み
る
の
で
あ
る
。
こ
れ

に
帯
し
、
ワ
ラ
バ
は
・
純
召
使
で
あ
る
。
　
チ
ゴ
も
ワ
ラ
バ
を
召
使
ふ
こ
ε
は
常
の
事
で
あ
る
。

　
　
山
の
法
師
ば
ら
量
べ
出
し
て
、
を
か
し
き
枯
木
拾
は
せ
て
（
守
津
保
物
語
、
藏
開
中
）

な
ご
は
全
く
チ
ゴ
に
な
い
事
で
あ
る
。

　
年
齢
か
ら
比
較
す
る
ご
、
上
限
は
大
差
な
い
や
う
で
、
丑
ハ
に
君
恩
は
元
服
以
前
を
指
す
。
下
限
で

は
ワ
ラ
バ
は
、
ご
く
幼
少
な
子
供
を
意
心
し
な
い
。
　
プ
ラ
ハ
は
髪
が
可
な
り
伸
び
て
、
放
号
し
う
る

や
う
に
な
っ
て
か
ら
を
指
す
か
ら
で
あ
る
。
召
使
の
意
の
フ
ラ
バ
は
年
限
に
制
限
が
な
い
。

　
　
⊥
丁
囮
回
｝
血
ば
か
し
リ
な
る
出
毘
（
定
樋
り
か
へ
げ
【
や
物
戴
鵬
）

　
　
八
つ
ば
か
り
な
る
董
（
宇
治
捨
遺
物
語
巻
十
二
）

・
増
分
の
子
を
他
人
に
樹
し
て
言
ふ
時
は
大
抵
プ
ラ
ハ
ご
言
っ
て
、
チ
ゴ
ご
言
は
な
い
や
う
で
あ

る
。
但
し
嬰
兇
は
画
分
の
子
で
も
チ
ゴ
と
い
ふ
。

　
　
こ
の
侍
る
量
べ
も
舞
亡
せ
て
侍
る
（
宇
瀧
保
、
國
護
中
）

　
　
ち
　
こ
　
の
歎
育
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
七



864

　
　
折
口
墨
・
研
究
第
百
三
十
∴
八
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
五
入

は
も
ご
左
近
の
少
將
の
仲
慣
が
膚
舜
の
子
を
指
し
て
フ
ラ
バ
ペ
ε
言
っ
た
の
で
あ
る
。

　
言
語
で
は
實
際
は
用
法
が
入
わ
交
っ
て
み
る
が
、
ほ
い
右
の
や
う
に
匿
別
で
き
る
。
漢
字
で
書

い
て
あ
る
時
に
は
．
元
※
支
那
で
は
右
の
や
う
な
國
語
の
潰
習
に
よ
る
総
別
は
無
い
で
あ
ら
う
か

ら
、
日
本
の
古
典
に
於
て
も
漢
宇
で
示
し
て
あ
る
時
は
慶
密
な
こ
ご
が
多
い
。

　
前
記
の
如
く
、
チ
ゴ
は
兇
、
馳
兇
、
稚
兇
で
表
現
し
、
プ
ラ
ハ
・
ワ
ラ
ベ
は
董
、
引
締
「
童
ご
で
示
し
て
み
る
。

そ
れ
以
外
の
漢
字
で
は
、
量
子
は
大
抵
、
フ
ラ
バ
の
意
、
そ
れ
も
圭
ご
し
て
召
使
の
意
で
あ
る
。
年
齢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
ほ

（
從
っ
て
身
長
）
に
よ
っ
て
大
董
子
、
中
董
子
、
大
中
量
子
、
少
董
子
な
ざ
、
分
け
る
。
貴
嶺
問
答
に
は
「
號
二

大
董
子
一
者
、
年
齢
及
…
》
u
旬
ご
ビ
あ
る
。
「
高
野
六
十
那
智
八
十
」
こ
い
ふ
諺
は
、
有
名
な
諺
で
あ
る
が
、
高

野
や
那
智
で
は
、
二
山
の
儒
が
六
十
入
十
に
及
べ
る
老
人
の
フ
ラ
塘
を
愛
情
の
醤
手
に
し
だ
ご
い

ふ
半
信
ご
解
す
る
の
が
普
蓮
で
あ
る
。
穿
ち
童
子
ご
言
っ
て
も
、
未
成
年
で
は
な
い
の
で
、
大
量
子

は
可
な
り
の
年
輩
の
成
人
を
指
し
た
ら
し
い
Q
但
し
高
野
⊥
ハ
十
那
智
八
十
を
、
男
色
の
意
味
で
な

し
に
、
紙
一
帖
を
高
野
で
は
六
十
枚
，
那
智
で
入
十
枚
ε
す
る
の
だ
ε
解
す
る
説
も
あ
る
（
世
事
百
談
、

東
之
子
等
五
二
）
が
、
貴
嶺
問
答
を
見
れ
ば
七
十
歳
の
大
董
子
も
居
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
老
人
の
董

子
の
居
っ
た
事
は
否
定
で
き
ま
い
。
今
昔
物
語
憲
二
十
入
に
あ
る
有
名
な
鼻
長
の
僧
の
話
の
條
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に
あ
る
或
召
使
を
「
中
董
子
言
書
き
、
叉
三
目
嘗
も
書
き
か
へ
て
あ
る
。
同
じ
話
が
宇
治
捨
遺
物
語
恕

二
に
載
っ
て
み
る
。
　
そ
れ
に
は
同
じ
召
使
を
「
大
中
量
子
」
並
び
に
「
わ
ら
は
」
ご
書
い
て
み
る
。
　
し
か

し
又
董
子
は
チ
ゴ
の
意
昧
に
使
ふ
こ
ε
も
あ
る
。
源
李
盛
衰
記
窓
三
に

　
　
過
ニ
シ
頃
比
叡
山
二
塁
ヒ
ケ
ル
兇
ノ
夜
ノ
間
二
失
テ
見
ヘ
ザ
ソ
ケ
レ
バ
…
…
・
三
重
子
ノ
年
ハ

　
　
十
入
歳
、
云
々
。

　
堂
董
子
ご
い
ふ
語
は
、
寺
の
召
使
を
い
ふ
。
榮
華
物
語
疑
の
窓
に
あ
る
「
堂
こ
う
じ
」
は
、
同
書
詳
解

に
、
下
部
侍
ご
解
し
て
あ
る
Q
こ
れ
ε
は
別
種
の
堂
童
子
で
法
国
の
座
で
華
籠
を
持
っ
て
歩
く
役

に
あ
だ
る
者
が
あ
る
。
西
宮
記
二
九
に
「
董
堂
堂
散
・
世
事
馬
出
暦
博
累
累
信
行
道
了
、
掌
重
子

昇
取
レ
菖
置
。
」
ビ
あ
る
の
は
そ
の
一
例
で
あ
る
。
前
記
下
部
の
堂
董
子
ご
こ
れ
ε
は
渥
別
が
あ
る

ら
し
い
。
但
し
堂
童
子
に
は
殿
上
入
が
勤
務
す
る
こ
ご
が
あ
る
。
「
堂
董
子
者
。
五
位
の
殿
上
人

の
国
役
也
。
ス
海
人
近
詠
）
ご
も
見
え
る
。
宮
中
の
儀
式
の
「
堂
量
子
」
は
大
抵
こ
れ
で
あ
る
。

　
董
形
、
董
膿
は
大
抵
チ
ゴ
で
あ
ら
う
。
早
見
も
同
機
で
あ
る
。

　
　
北
條
新
三
郎
其
弟
量
形
箱
根
ノ
児
（
鎌
倉
九
代
後
翻
）

　
少
人
、
小
入
も
チ
ゴ
の
意
で
あ
る
。

　
　
い
つ
れ
の
比
の
事
に
か
山
信
数
多
こ
も
な
ひ
て
児
な
ざ
具
し
て
竹
生
島
へ
墾
ク
π
り
け
う
○

　
　
ち
　
こ
　
の
　
敦
育
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
九
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六
一
学
研
…
究
第
腎
圓
一
二
十
入
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
ハ
○

　
　
巡
禮
は
て
、
今
は
露
り
な
ん
ビ
し
け
る
時
、
児
ざ
も
の
い
ふ
や
う
「
こ
の
島
の
儒
だ
ち
は
水
練

　
　
を
業
ご
し
て
お
も
し
ろ
き
事
に
て
侍
る
な
b
。
い
か
や
し
て
見
る
べ
き
。
」
ご
い
ひ
け
れ
ば
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　
の

　
　
住
信
の
中
へ
使
を
や
り
て
［
少
人
た
ち
の
所
望
か
く
候
ふ
。
い
か
や
候
べ
き
」
ご
言
ひ
や
う
云

　
　
々
「
　
　
（
古
今
噸
者
㎜
剛
集
巷
十
山
ハ
）

　
児
董
ε
あ
る
時
は
見
ご
董
ご
を
並
話
し
た
時
ご
、
児
董
…
個
の
場
合
ε
あ
る
。
後
者
は
チ
ゴ
の

意
、
前
者
は
勿
論
チ
ゴ
ご
プ
ラ
ハ
と
で
あ
，
る
。
例
へ
ば

　
　
　
　
　
　
　
の
　
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ゆ

　
　
手
播
守
（
源
義
経
）
児
量
・
時
、
當
寺
（
轍
馬
）
居
住
・
好
ア
Z
グ
（
肇
窪
窪
四
＋
六
）

ε
あ
る
の
は
明
か
に
チ
ゴ
で
あ
る
。
し
か
し
次
の
如
く
、
、
義
経
の
奥
朋
落
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　
ゆ

　
　
前
伊
豫
守
義
顯
（
臓
）
：
…
…
粗
一
具
妻
室
男
女
弔
皆
假
一
｝
姿
煮
山
臥
井
兇
董
等
一
云
々
　
（
吾
妻
鏡
丈
治
三
年

　
　
．
二
月
＋
日
）

ε
記
し
て
あ
る
場
合
に
は
、
児
董
は
、
大
膿
複
数
だ
ε
推
定
さ
れ
る
が
、
チ
ゴ
の
み
の
複
数
か
、
チ
ゴ
ε

フ
ラ
の
ビ
の
複
数
か
鋼
然
し
な
い
。
義
経
記
な
ざ
の
記
事
を
、
も
し
信
じ
う
る
ご
す
れ
ば
、
辮
慶
等

は
由
宇
ビ
な
り
、
義
経
膚
ら
は
下
部
と
な
り
、
義
経
の
妻
は
児
ご
な
っ
て
空
乱
へ
下
っ
て
行
っ
た
ε

あ
る
か
ら
、
比
量
は
「
チ
ゴ
フ
ラ
バ
」
ご
護
む
べ
き
で
あ
ら
う
。
現
に
東
鑑
の
こ
の
文
を
利
用
し
た
ご

思
は
れ
る
帥
皇
正
統
録
に
は



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　
の
　
の

　
　
義
経
…
…
…
秀
衡
入
道
ノ
権
勢
ヲ
侍
二
依
・
7
也
、
相
具
麩
ノ
妻
室
郎
等
皆
山
伏
棄
児
董
部
之
姿

　
　
ヲ
假
云
々
　
（
下
巻
）

ε
あ
る
か
ら
、
か
π
み
＼
以
て
東
鑑
の
文
に
使
っ
て
あ
る
見
董
は
チ
ゴ
ご
フ
ラ
バ
と
で
有
ら
う
。

　
灘
宗
や
律
宗
で
主
こ
し
て
硬
ふ
喝
食
こ
い
ふ
語
が
あ
る
。
侍
女
、
チ
ゴ
の
意
味
に
使
ふ
が
、
元
來

は
、
齋
や
非
時
の
時
に
、
食
を
喝
ば
は
る
者
の
意
だ
さ
う
で
あ
る
。
大
抵
は
鎌
倉
時
代
以
後
の
文
献

に
見
え
る
の
で
あ
る
が
、
次
の
や
う
な
，
比
較
的
古
い
例
も
あ
る
。

　
　
こ
、
は
大
殿
の
北
の
方
、
御
物
草
し
給
ふ
ご
こ
ろ
、
君
だ
ち
遊
び
あ
り
き
給
ふ
。
女
君
御
髪
喝

　
　
食
ば
か
り
、
い
ご
を
か
し
げ
に
て
雛
遊
し
給
ふ
。

宇
津
保
物
語
國
譲
の
下
魚
に
あ
乃
の
で
あ
る
が
こ
の
一
句
は
そ
れ
の
総
詞
の
中
に
あ
る
の
で
或

は
鎌
倉
時
代
ま
で
下
る
か
も
知
れ
な
い
。

　
こ
　
し
べ
う

　
窟
從
と
い
ふ
語
も
あ
る
。
こ
れ
は
後
に
、
（
多
分
室
町
時
代
に
）
な
っ
て
小
姓
ε
書
き
、
チ
ゴ
の
代
り

に
多
く
用
ひ
ら
れ
る
や
う
に
な
っ
た
Q
又
チ
ゴ
の
頭
髪
の
姿
か
ら
し
て
「
垂
髪
」
と
い
ふ
事
も
あ
る
㊨

若
衆
ご
い
ふ
語
も
チ
ゴ
の
代
り
に
使
ふ
が
、
「
兇
若
衆
」
ご
綾
け
る
こ
ご
も
多
い
の
で
、
多
少
逼
別
が

あ
る
ら
し
い
。

867

ち
こ
の
敏
育

六
嚇
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哲
學
研
究
第
百
三
十
入
號

二
　
登
山
か
ち
下
山
霧
で
の
期
間

六
二

　
兇
が
寺
へ
入
門
す
る
の
を
、
「
山
へ
登
る
」
（
又
は
上
る
）
「
登
山
」
な
ご
、
云
ふ
Q
「
法
然
上
入
傳
記
檜
詞
」
憲

一
に
、
法
然
が
十
三
歳
頃
蒔
に
「
比
叡
山
へ
の
ぼ
」
（
同
書
）
つ
た
の
を
、
同
窓
に
「
初
登
山
喜
書
き
か
へ
、
又

同
書
憲
三
に
「
入
學
喜
書
い
て
あ
る
Q

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
ゆ

　
　
御
曹
子
は
七
歳
の
年
よ
り
鞍
馬
の
寺
へ
あ
が
り
た
ま
ひ
て
（
浮
瑠
璃
＋
二
段
草
子
）

　
右
は
入
門
の
際
の
用
例
で
あ
る
が
、
何
年
聞
か
稚
鬼
ご
し
て
生
活
し
て
み
る
間
に
、
臨
時
に
寺
を

由
て
（
例
へ
ば
蹄
省
の
爲
に
）
再
び
山
に
登
る
時
に
も
同
じ
語
を
使
ふ
。
故
に
最
初
入
門
し
た
時
の

登
山
は
前
記
の
如
く
「
初
登
山
」
ご
い
ふ
。
再
度
の
登
山
に
つ
い
て
は
、
例
へ
ば

　
　
常
今
レ
餐
麹
洛
陽
一
環
之
礫
、
不
便
韻
事
也
。
　
爲
幽
翠
問
h
早
可
レ
倉
　
登
山
一
之
朕
、
如
匹
件
　
（
新
＋
二
月
往
來
）

　
【
山
に
住
む
、
」
［
寺
の
住
居
、
」
「
入
室
、
」
【
師
仕
へ
」
　
な
ざ
い
ふ
類
の
語
も
、
ほ
や
同
機
の
意
昧
に
使
用

さ
れ
て
る
る
。
又
父
母
を
墓
準
こ
し
て
「
師
匠
に
附
く
」
な
ざ
、
も
云
ふ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
ゆ
　
　

　
　
此
兇
（
解
脆
上
人
）
幼
稚
に
て
付
属
無
毒
粛
両
墨
（
裏
蒙
三
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
ゆ

　
　
若
公
（
囎
嘉
日
）
命
耐
震
一
給
、
是
爲
昌
仁
和
寺
隆
隣
法
眼
弟
子
ハ
爲
二
入
室
一
也
（
吾
妻
鏡
、
建
久
三
年
五
刀
＋
九

　
　
躍
）
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能
信
大
納
言
ご
て
宇
治
ざ
の
な
ざ
の
御
弟
の
、
高
松
の
腹
に
む
は
せ
し
が
、
御
前
に
ま
い
り
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
　
の
　
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　
　

　
　
二
案
肇
條
）
を
い
つ
れ
の
僧
に
か
っ
け
奉
り
は
べ
る
べ
き
ビ
き
こ
え
さ
せ
給
ひ
け
る
（
今

　
　
鏡
、
湖
召
）
Q

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
稚
ヨ
ジ
鞍
馬
寺
二
師
仕
出
サ
セ
ラ
（
源
峯
　
盛
蓑
記
巻
四
十
山
ハ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

　
　
昔
田
夫
誘
レ
子
、
倉
レ
葺
叡
岳
面
通
二
聖
駿
ハ
不
レ
了
　
世
肇
　
（
東
山
往
來
謬
言
）

　
室
町
時
代
に
な
っ
て
寺
入
ビ
い
ふ
語
は
稀
で
あ
る
が
用
ひ
ら
れ
て
來
た
。
（
直
管
七
二
買
）

　
登
山
そ
の
事
に
つ
い
て
、
師
匠
の
方
か
ら
、
冤
を
探
す
場
合
ε
、
父
兄
の
方
か
ら
其
の
子
弟
を
登
山

さ
せ
る
場
景
ご
二
強
に
細
別
出
鉱
る
。
し
か
し
予
の
逸
書
の
経
験
か
ら
言
へ
ば
、
前
者
の
方
が
少

く
、
後
者
の
方
が
多
い
。
爾
後
者
は
畿
意
者
が
父
兄
で
あ
る
場
合
ご
，
子
弟
膚
ら
で
あ
る
場
合
ご
に

湿
別
で
き
る
。

　
　
文
畳
坊
と
益
す
人
こ
そ
…
…
…
上
繭
…
の
子
を
弟
子
に
せ
ん
ご
て
ほ
し
が
ら
る
、
な
れ
（
挙
家
物

　
　
語
谷
十
二
）
o

　
　
彼
ニ
ォ
ハ
ス
ル
上
人
コ
ソ
…
…
…
形
ヨ
キ
兇
ヲ
求
三
川
ト
承
シ
（
源
亭
盛
手
器
倦
四
十
六
）

　
父
母
か
ら
そ
の
子
を
登
山
さ
せ
る
例
は
、
前
に
引
用
し
た
源
頼
朝
の
子
の
例
、
牛
若
の
例
、
東
山
往

來
拾
遺
、
新
十
二
月
往
詣
の
例
等
は
皆
そ
れ
で
あ
る
。
或
は
叉
曾
我
物
語
に
あ
る
墓
詣
が
箱
根
の

　
　
一
b
　
　
こ
　
　
の
　
　
珊
歌
　

育
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
ハ
三
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哲
學
胴
緋
究
第
｝
臼
…
ご
十
八
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
ハ
四

別
嘗
の
許
へ
上
っ
た
例
の
如
き
で
め
る
が
、
子
供
慮
ら
の
多
型
で
登
山
す
る
例
は
高
僧
の
傳
記
に

多
く
見
え
る
。
畳
鰻
上
人
な
ざ
は
最
も
そ
の
著
名
な
例
で
あ
る
。

　
も
つ
ビ
具
腔
的
な
、
や
、
複
雑
な
例
を
あ
げ
る
ご
、
室
町
時
代
の
「
花
み
つ
」
ご
い
ふ
短
篇
小
説
に
よ

る
ε
、
播
磨
の
赤
松
氏
の
守
護
代
岡
部
に
二
人
の
子
が
あ
る
。
先
妻
の
子
を
花
み
つ
、
縫
妻
の
子
を

月
み
つ
ご
い
ふ
。
岡
部
は
二
人
の
子
が
「
言
ひ
甲
斐
な
く
振
舞
ひ
た
ら
ん
時
は
、
主
の
恥
、
我
家
の
恥

ぞ
か
し
、
思
へ
ば
塔
寺
へ
も
上
せ
ば
や
」
ご
思
ひ
、
花
み
つ
を
連
れ
て
書
華
甲
へ
上
）
、
別
當
の
御
房
へ

墾
つ
た
。
別
當
は
不
意
の
墾
詣
に
驚
い
た
が
、
守
護
代
の
事
で
あ
る
か
ら
、
座
敷
を
飾
り
、
岡
部
父
子

を
請
じ
、
多
く
の
見
達
ざ
共
に
も
て
な
し
て
酒
宴
を
開
い
た
Q

　
　
岡
部
心
に
思
ふ
や
う
、
一
花
み
つ
を
発
に
請
へ
か
し
、
請
は
れ
ば
こ
の
ま
、
な
り
ご
も
置
く
べ

　
　
き
も
の
を
」
ご
思
ひ
け
れ
ば
、
別
當
に
、
酒
を
強
ひ
て
、
「
今
一
つ
聞
召
せ
、
御
所
望
の
事
御
座
候
は

　
　
や
、
何
事
に
て
も
承
り
候
へ
、
奉
公
串
す
べ
き
態
い
ひ
け
れ
ば
、
別
早
馬
た
ふ
く
ε
う
け
て
「
法

　
　
師
は
別
し
て
何
も
所
望
に
も
候
は
す
、
只
今
こ
れ
に
御
座
候
ふ
少
人
は
、
定
め
て
い
っ
か
た
へ

　
　
も
御
約
束
候
は
ん
す
れ
ご
も
、
暫
く
の
間
、
別
嘗
に
御
預
け
候
へ
、
後
見
申
し
元
く
候
ふ
」
ご
仰
せ

　
　
け
れ
ば
、
岡
部
一
往
は
僻
退
し
け
る
が
、
再
遍
に
及
び
け
れ
ば
、
子
細
な
し
ε
領
承
し
け
り
o
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初
登
山
の
時
の
年
齢
は
十
年
前
後
で
あ
る
。
二
三
の
高
上
の
初
登
山
の
年
を
先
づ
調
べ
て
見

る
ご
、
次
の
や
う
で
あ
る
。
（
但
し
登
心
は
蓮
常
は
初
登
山
よ
り
数
年
前
で
あ
る
。
）

窩榮法明圓圓
蓮西然算珍仁

十十九十十十
ニー　 一・一一一

l五歳歳歳歳歳歳

一道明皇良安
遍元恵慶源慧

七十九七十七
歳歳歳歳歳歳

常
人
に
つ
い
て
二
三
の
例
を
摘
出
し
て
見
よ
う

y大辮牛李準ニ
ー．r @　　　重￥館　　　盛條

　　　　　六育清慶丸正代皇

十六十入十九
歳歳歳歳歳歳
　　　 　　　始關竃義物亭物果物Zド
宋F巧｝　　　経　　語治　　言面訴　　語家

家）））））

僻俊畳勘其
圓蒋鍵修雅

源
頼
朝
の
息

一
説
に
は

一
説
に
は

曾
我
の
箱
王

太
田
道
灌
，

五四十十九
歳歳歳歳歳

七
歳
（
吾
妻
鏡
）

＋
振
（
講
衰
）

七
歳
（
義
軍
読
）

＋
義
（
纏

九
歳
（
永
享
寵
）

　
　
，
釜
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暫
鳳
雫
研
究
餓
幽
目
三
十
・
入
瀞
酬
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
ハ
山
ハ

　
足
利
義
毅
　
十
歳

謂
は
ゆ
る
児
物
語
の
類
か
ら
二
三
の
例
を
ご
る
ご
、

　
　
松
帆
浦
物
語
の
藤
野
從
　
　
十
歳
の
頃
　
　
嵯
峨
物
語
の
松
男
君
　
　
十
三
歳

　
「
花
み
つ
」
の
主
入
公
、
花
み
つ
　
　
　
十
　
　
歳

量
鏡
抄
に
は
「
土
ハ
七
ッ
。
　
中
日
九
ッ
、
学
籍
十
ヲ
限
プ
入
レ
寺
池
。
一
ご
あ
る
。

　
初
登
山
の
後
、
何
年
ほ
ご
曲
の
住
居
を
す
る
か
。
宗
紙
の
兇
激
訓
に

　
　
か
く
て
は
せ
め
て
　
四
五
年
も
　
　
　
寺
の
す
ま
ひ
を
　
す
る
な
ら
ば

　
　
少
し
〉
る
し
も
　
　
付
べ
き
に
　
　
　
三
年
さ
へ
も
　
　
く
ら
し
か
ね

　
　
ほ
こ
な
く
里
へ
　
　
引
こ
み
て
　
　
　
云
々

ご
あ
る
か
ら
、
短
い
の
は
二
三
年
、
長
い
の
は
四
五
年
が
普
癒
で
あ
っ
た
ら
う
と
思
ふ
。
　
兇
の
生
活

は
僧
侶
に
な
る
潜
は
、
薙
髪
得
度
す
る
時
ま
で
．
績
く
の
は
勿
論
で
あ
る
が
、
僧
侶
に
な
ら
な
い
も
の

は
下
山
し
て
、
父
の
名
跡
を
嗣
ぎ
、
又
は
元
服
す
る
ま
で
や
あ
っ
た
ら
し
い
。
世
鏡
抄
に
は
「
十
三
ハ

下
山
ノ
年
。
七
ヨ
フ
上
レ
バ
七
年
ノ
出
家
。
九
ッ
ヨ
ソ
登
バ
五
年
ノ
出
家
り
十
ヨ
ソ
上
山
四
年

ノ
出
家
謙
也
」
ε
あ
る
。
　
軍
一
・
家
物
語
（
巻
七
）
に
よ
る
ご
李
経
正
は
「
入
歳
の
幽
帯
心
御
所
（
靴
和
）
へ
墾
b
始
候
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て
．
十
三
で
元
服
仕
り
黒
し
迄
は
、
聯
早
耳
る
事
の
候
は
ん
よ
り
外
は
、
あ
か
ら
さ
ま
に
御
前
を
立
去

事
も
不
候
。
」
し
て
仁
和
寺
の
御
室
へ
仕
へ
た
Q
満
五
年
間
程
の
山
住
で
あ
る
。
曾
我
物
語
で
は

箱
王
は
十
一
歳
か
ら
箱
根
に
上
り
、
ナ
七
の
年
に
鵠
家
得
度
さ
せ
よ
う
8
し
た
ら
、
厭
う
て
下
山
し

た
。
　
松
帆
浦
物
語
の
藤
壷
從
は
十
の
頃
に
横
川
に
上
り
、
三
年
間
學
問
を
す
る
Q
そ
の
間
に
父
が

死
亡
し
た
か
ら
母
が
師
匠
の
手
許
か
ら
子
を
引
取
っ
て
、
父
の
跡
を
嗣
が
せ
る
事
ε
し
た
。
や
が

て
十
四
の
年
に
元
服
し
て
藤
侍
從
・
ご
名
乗
つ
た
の
で
あ
る
。
前
記
の
「
踏
み
つ
」
で
は
主
人
公
の
花

み
つ
が
十
歳
で
書
寓
山
に
入
り
、
十
六
歳
ま
で
在
住
し
て
、
殺
さ
れ
た
か
ら
、
六
年
以
上
居
っ
た
わ
け

で
あ
る
。

　
二
王
天
皇
は
仁
李
元
年
十
月
御
九
ケ
条
仁
和
寺
へ
渡
御
さ
れ
た
が
、
御
父
後
白
河
天
皇
が
践
鮮

さ
れ
た
の
で
、
二
條
天
皇
は
串
家
を
断
念
し
て
久
壽
二
年
八
月
御
十
三
歳
で
還
御
さ
れ
π
。

　
一
膿
田
家
の
年
も
麗
々
一
定
し
な
い
が
、
御
宇
多
法
皇
御
陰
告
の
第
十
一
條
に
は

　
　
右
董
稚
…
…
…
子
器
小
成
、
出
家
　
得
度
、
以
謬
十
三
歳
【
爲
査
問
期
一
躍
レ
涯
莫
レ
過
ご
十
五
六
歳
殉

ご
あ
る
。
し
か
し
右
記
（
馳
走
法
親
王
御
撰
あ
説
は
や
、
翻
れ
て
み
る
〇

　
　
一
、
落
飾
僻
事
以
聯
十
．
七
若
十
九
［
可
レ
定
斎
ハ
年
限
一
也
、
然
翠
黛
本
塁
、
紅
粉
之
粧
、
僅
四
五
年
之
間
也
。

ご
あ
る
。
高
俗
に
つ
い
て
得
度
の
年
を
調
べ
て
見
る
ど
（
兇
晴
代
の
長
さ
を
知
る
鴬
、
初
登
山
の
年

　
　
夢
う
　
　
｝
、
　
の
　

教
　
諏
呂
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゐ
ハ
七
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を
併
記
す
る
）
次
の
や
う
で
あ
る
。

一辮榮畳良
遍圓西嚢源

十十十十十得
歳義鰻義義度

　　　　　初七五十十十　　＿　：L一一登

歳歳歳歳歳山

義日滋明謹
堂蓮元恵命

得
度

十
七
歳

十
六
歳

十
四
歳

十
入
歳

十
四
歳

七十十九五初
　こ二三　　　登
歳歳歳歳歳山

六
八

元
服
に
つ
い
て
「
天
子
十
二
而
元
服
之
例
尤
多
◎
　
就
中
、
周
成
王
十
二
元
服
心
付
、
竹
畠
所
載
、
明
文

ド

不
レ
ニ
（
本
朝
世
紀
久
安
五
年
忌
月
）
の
如
き
薔
規
も
あ
る
が
、
必
ず
し
も
、
天
子
の
御
元
服
も
十
二
歳
ど

限
ら
な
い
。
ま
し
て
臣
下
は
酷
寒
一
定
し
な
い
。
卒
安
時
代
以
後
の
例
を
二
三
あ
げ
て
見
る
ビ
、

宗藤藤藤惟
億原原原喬
親頼基時親
王嗣繁繁王

十六入十十
一一 @　六四歳歳歳歳歳

北北藤藤恒
條僚原原貞
’時泰籏頼親

宗時経道王

七十八十十
　三　 こ二四

歳歳歳歳歳



　
　
足
利
氏
満
　
＋
歳

　
得
度
剃
髪
は
可
な
り
佛
學
が
成
就
し
て
か
ら
行
は
れ
る
の
で
、
籐
う
早
く
行
は
れ
る
こ
ご
は
な

い
が
、
公
卿
や
武
士
の
得
度
は
早
く
元
服
し
て
、
早
く
官
に
任
せ
ら
れ
、
位
に
叙
せ
ら
れ
る
こ
ご
を
望

む
風
が
後
世
ほ
ご
顯
著
ご
な
う
十
歳
以
下
で
元
服
す
る
こ
と
が
珍
し
く
な
く
な
っ
た
。
從
っ
て

元
服
後
に
登
山
し
て
六
事
す
る
も
の
も
、
後
世
は
少
く
な
か
っ
た
。
三
浦
博
士
が
獲
表
せ
ら
れ
た

毛
利
元
就
の
臣
下
玉
木
吉
保
の
如
き
は
、
そ
の
膚
傳
「
身
神
鏡
」
に
よ
る
ご
、
十
三
歳
で
元
服
し
、
そ
の
年

に
勝
樂
寺
ε
い
ふ
翼
言
宗
の
寺
へ
登
山
し
，
十
六
歳
ま
で
、
在
寺
し
て
み
る
。

　
右
の
如
く
、
初
登
山
の
年
も
、
在
住
期
間
も
適
々
ご
し
て
一
定
し
な
い
が
大
騰
を
推
定
し
て
見
る

ε
、
ま
つ
十
歳
頃
に
始
め
て
登
山
し
、
三
四
年
在
住
し
て
、
全
問
し
た
も
の
ご
思
は
れ
る
。

三
チ
ゴ
の
饗
遷

寺
院
の
チ
ゴ
に
は
僧
侶
に
な
る
目
的
を
持
つ
も
の
こ
、
然
ら
ざ
る
者
ビ
が
あ
る
。
語
の
上
で
は

一
般
に
は
庭
別
が
な
か
っ
た
や
う
で
あ
る
。
そ
の
内
容
上
の
旺
別
を
考
へ
る
前
に
、
チ
ゴ
の
歴
吏

S75

的
獲
遜
を
考
へ
て
見
よ
う
。

　
大
寳
令
・
の
儒
尼
令
「
に

　
　
ち
　
こ
の
数
育

六
九
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七
〇
　
、

　
　
凡
儒
．
聴
τ
近
親
郷
里
、
取
信
心
董
子
h
供
侍
加
至
昌
年
十
七
嚇
各
還
昌
本
色
一
ゆ
其
尼
，
取
婦
女
情
願
者
司

ε
あ
る
。
女
子
に
し
て
尼
に
供
侍
す
る
者
に
は
年
齢
の
制
限
を
加
へ
て
な
い
の
で
あ
る
が
、
男
子

に
は
十
七
歳
ま
で
と
し
て
あ
る
。
こ
れ
は
次
に
説
く
如
く
賦
役
の
爲
で
あ
っ
た
。
こ
、
の
董
子

は
令
集
解
に
よ
る
と
「
董
子
蕪
蒸
云
、
弟
子
殊
也
、
董
子
習
業
者
」
ご
あ
る
。
帥
ち
藤
壷
ご
な
っ
て
師
の

跡
を
つ
ぐ
べ
き
弟
子
は
別
に
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
量
子
は
そ
れ
ビ
は
別
で
僧
ご
な
ら
す
に
只
供
侍

し
つ
、
業
を
習
つ
だ
も
の
ら
し
い
。
後
世
の
「
寺
ち
淋
と
は
師
僧
に
随
縁
し
て
表
戸
し
た
者
で
あ
る

か
ら
、
大
意
こ
、
の
「
董
子
」
に
似
て
み
る
が
、
後
世
の
「
寺
ち
ご
」
は
僧
に
な
る
者
ご
、
な
ら
な
い
で
下
山
す

る
者
ご
含
ん
で
み
る
か
ら
、
そ
の
灘
が
蓮
っ
て
み
る
。
さ
う
し
て
、
李
安
時
代
初
期
以
前
に
用
ひ
ら

れ
た
チ
ゴ
こ
い
ふ
語
が
｛
般
に
ま
だ
あ
ま
り
登
蓬
せ
す
殊
に
寺
院
で
は
恐
ら
く
チ
ゴ
こ
い
ふ
語

を
用
ひ
な
か
っ
た
ら
し
い
か
ら
、
こ
、
の
量
子
は
大
磯
は
後
世
の
チ
ゴ
の
概
念
に
あ
て
は
ま
っ
て

は
み
る
が
、
イ
ク
ナ
ー
ル
で
は
な
い
。
か
、
る
董
子
の
意
昧
は
佛
激
の
纒
文
に
あ
る
雪
山
童
子
こ

か
善
哉
量
子
な
ざ
の
用
語
を
繊
面
し
て
み
る
ご
思
は
れ
る
。

．
弟
子
ご
し
て
湿
熱
に
な
わ
た
い
者
は
、
朝
廷
か
ら
度
立
春
ち
免
許
歌
を
受
け
て
得
度
す
る
定
で

あ
っ
た
。
度
牒
な
く
し
て
は
信
ご
な
れ
な
い
○
憺
侶
ご
な
れ
ば
、
納
税
、
儲
役
な
ざ
の
義
務
を
免
せ

ら
れ
る
特
典
を
與
へ
ら
れ
る
の
で
、
労
う
に
出
家
す
る
こ
ビ
は
禁
じ
て
あ
っ
π
わ
け
で
あ
る
。
從
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つ
て
私
に
得
度
す
る
事
は
固
く
禁
じ
て
あ
っ
た
。
大
寳
金
の
憺
雲
斗
に
も
禁
じ
て
あ
る
が
、
天
李

築
三
三
年
（
一
四
「
九
）
六
月
置
は
乾
瓢
官
符
と
し
て
「
篇
惟
私
度
捨
者
、
深
乖
昌
佛
法
ハ
更
作
子
命
幻
伏
請
須
凹
天

下
勿
レ
往
、
國
内
彼
此
凹
目
瞼
、
漁
法
菖
本
色
一
者
。
奉
レ
　
勅
依
レ
奏
。
」
ビ
あ
る
Q
　
し
か
し
實
際
に
は
奈
良
時
代
で

も
私
度
の
僑
の
少
く
な
か
っ
た
事
は
日
本
露
異
記
な
ご
に
實
例
が
あ
る
Q
…
從
っ
て
僧
に
な
ら
ん

ご
す
る
者
こ
な
ら
ん
と
し
な
い
、
者
ε
を
、
割
興
匿
別
す
る
必
要
が
あ
っ
た
ら
し
い
。
供
侍
す
る
董

子
が
そ
の
ま
、
勝
手
に
、
朝
廷
の
免
許
な
く
し
て
得
度
す
る
の
を
防
ぐ
爲
に
右
の
如
き
年
齢
上
の

制
限
が
作
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
十
分
笹
野
さ
れ
な
か
つ
淀
ご
見
え
て
、
大
貫
令
制
定
以
後
十
六
年

に
至
り
、
養
老
元
年
（
一
三
七
七
）
五
月
、
次
の
や
う
に
改
補
さ
れ
た
。

　
　
依
レ
令
、
俗
尼
、
取
智
年
十
六
以
下
不
レ
獣
庸
調
一
謡
講
レ
爲
一
一
量
子
哺
而
非
レ
経
國
郡
ハ
不
レ
得
＝
鷹
取
司
又
小
丁
已
上
、
不
レ

　
　
須
レ
聴
レ
之
。
（
績
霞
本
記
）

　
し
か
し
私
度
を
防
ぐ
こ
と
は
事
實
不
可
能
で
あ
っ
た
で
あ
ら
う
。
私
度
や
得
度
の
濫
許
に
關

す
る
等
等
は
李
安
時
代
に
な
っ
て
も
度
々
串
て
る
る
。
（
弘
仁
四
年
二
月
、
貞
魏
七
年
三
刀
）

　
途
に
得
度
が
勝
手
に
行
は
れ
、
董
子
か
ら
妄
り
に
僑
侶
に
な
る
も
の
が
多
く
な
っ
た
。
卒
安
時

代
の
中
期
は
既
に
か
、
る
朕
態
に
達
し
て
み
た
ら
し
い
。
延
喜
十
四
年
（
西
五
入
）
に
三
善
清
行

の
上
っ
た
封
事
は
、
こ
れ
を
明
示
し
て
み
る
Q
こ
の
封
事
に
よ
る
ご
、
當
時
は
朝
廷
か
ら
度
牒
を
輿

　
　
ち
　
こ
の
敏
育
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
一



S7S

　
　
哲
學
研
究
第
百
三
十
八
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
二

へ
て
得
度
さ
せ
る
こ
と
も
多
か
っ
た
か
ら
、
私
に
落
髪
す
る
者
ビ
併
せ
て
、
「
天
下
人
民
、
三
分
之
二
、

皆
是
禿
誉
者
也
。
此
野
鶏
蓄
＝
妻
子
愛
眼
一
撃
臆
、
形
似
野
曝
「
心
知
屠
雪
囲
」
有
様
ご
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　
か
く
て
董
子
と
い
ふ
語
に
、
僧
に
な
る
者
こ
な
ら
な
い
者
ε
を
含
む
や
う
に
な
っ
た
。
　
一
方
、
チ

ゴ
こ
い
ふ
語
は
奈
良
時
代
に
あ
ま
り
行
は
れ
な
く
し
て
主
こ
し
て
原
始
的
意
味
印
ち
乳
兇
こ
い

ふ
意
味
の
み
用
ひ
ら
れ
て
る
た
の
が
、
李
安
時
代
の
物
語
、
歌
集
の
中
に
見
ら
れ
る
如
く
触
般
に
フ

ラ
ハ
、
フ
ラ
ペ
は
召
使
の
意
、
賎
し
い
意
味
に
登
達
し
、
チ
ゴ
に
は
身
舜
の
よ
い
子
、
美
し
い
上
品
な
子

ε
い
ふ
意
馬
が
加
っ
て
來
た
。
更
に
寺
院
の
侍
童
が
、
信
侶
の
愛
情
の
単
管
ざ
し
て
多
く
見
ら
れ

る
や
う
に
な
っ
て
、
侍
童
の
生
活
を
美
的
な
ら
し
め
る
こ
ε
が
、
寺
院
通
じ
て
の
風
習
に
な
っ
た
蒋

よ
わ
、
從
來
、
寺
院
に
於
て
祝
ひ
ら
れ
た
「
董
子
」
な
る
語
は
主
ε
し
て
召
使
に
用
ひ
ら
れ
、
侍
量
は
主
と

し
て
チ
ゴ
建
呼
ば
れ
る
や
う
に
な
っ
た
の
で
あ
ら
う
ざ
考
へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
も
と
よ
b
こ

の
鍵
遷
は
一
時
に
漣
る
も
の
で
は
な
い
。
大
禮
に
こ
の
遜
遷
が
李
安
時
代
の
中
期
に
は
、
行
は
れ

て
る
た
ら
し
く
そ
の
頃
の
宇
津
保
物
語
、
源
氏
物
語
等
の
物
語
や
歌
集
類
に
於
け
る
、
プ
ラ
ハ
や
チ

ゴ
は
既
に
後
世
の
意
昧
に
用
ひ
ら
れ
、
や
、
時
代
の
下
る
今
昔
物
語
等
に
は
、
早
く
も
兇
に
つ
い
て

の
傳
説
が
若
干
牧
め
ら
れ
て
る
る
の
で
あ
る
o
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チ
ゴ
の
愛
情
生
活
、
艶
美
な
生
活
に
つ
い
て
は
、
便
宜
上
、
体
節
で
説
く
つ
も
り
で
あ
る
が
、
こ
、
で

は
奈
良
時
代
の
寺
の
董
子
帥
ち
後
の
寺
チ
ゴ
の
数
が
後
世
ほ
ご
多
く
な
っ
て
行
っ
た
経
過
を
こ

、
で
唄
蓮
り
考
へ
て
見
た
い
。

　
奈
良
時
代
の
当
期
は
何
入
ぐ
ら
み
の
童
子
を
随
へ
て
る
た
も
の
か
、
天
雫
八
年
二
月
勅
し
て
、
當

馳
走
も
有
名
で
あ
っ
た
玄
肪
法
師
や
律
師
湛
慈
法
師
に
扶
翼
の
董
子
八
人
を
賜
っ
て
み
る
の
で
、

ほ
や
推
察
す
る
こ
ご
が
毘
來
る
○
　
延
暦
十
七
年
（
一
四
五
入
）
六
月
に
は
太
政
官
よ
り
櫓
…
綱
並
に
十

大
寺
の
三
綱
、
法
華
寺
の
鎭
等
の
從
信
を
定
め
た
。
そ
れ
に
よ
る
ご
、

　
　
大
少
僧
都
、
各
從
信
四
入
、
沙
彌
三
入
、
董
子
喜
入
。

　
　
律
師
、
各
從
僧
三
人
、
沙
彌
二
人
、
】
堂
子
四
入
。

　
　
威
儀
師
各
從
信
一
入
、
沙
彌
一
入
、
董
子
二
千
◎

　
　
從
儀
師
、
各
從
沙
彌
一
人
、
量
子
二
入
。

　
　
大
安
、
元
興
、
弘
仁
、
藥
師
、
四
天
王
、
興
瀟
、
法
隆
、
崇
旛
、
束
大
、
西
大
寺
の
三
綱
並
に
法
華
寺
の
鎭
二
入
、

　
　
各
沙
彌
一
入
、
童
子
二
人
。
（
額
聚
三
代
格
）

で
あ
っ
た
。
（
延
喜
式
懇
二
十
H
に
は
こ
の
表
が
若
干
獲
化
し
て
牧
め
て
あ
る
。
）

　
し
か
し
童
子
の
数
は
や
、
も
す
れ
ば
多
く
な
わ
易
い
。
奈
良
時
代
に
は
寺
院
の
董
子
に
興
す

　
　
ち
　
こ
の
敏
育
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

七
三
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哲
學
碍
究
笙
百
三
十
八
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
四

る
交
献
が
少
い
か
ら
、
大
し
て
多
く
な
か
っ
た
も
の
か
ご
思
は
れ
る
。
李
安
時
代
の
初
頃
か
ら
ぼ

っ
一
詩
交
の
上
に
も
現
れ
て
來
淀
。
文
華
秀
麗
集
に
は
「
朝
夕
梵
霊
寺
並
製
レ
ご
題
す
る
藤
原
多

嗣
の
詩
の
中
に

　
　
入
定
老
僧
不
レ
毘
レ
戸
　
　
随
緑
董
子
未
レ
下
p
山

又
、
経
國
集
窓
十
、
三
春
上
が
作
っ
た
「
庖
粟
糠
騨
無
向
欄
』
こ
い
ふ
詩
の
中
に

　
　
老
信
護
法
心
彌
寂
　
　
董
子
虚
喰
膿
甑
窮

な
ざ
ご
見
え
て
み
る
。
李
安
時
代
の
末
頃
に
な
る
ご
、
童
子
の
数
が
多
す
ぎ
て
困
る
や
う
に
な
っ

た
。
　
天
承
元
年
　
（
一
七
九
…
）
　
二
月
、
延
暦
寺
が
奉
っ
た
超
留
日
ム
ハ
箇
條
の
中
に

　
　
量
子
春
臨
、
動
以
衆
多
、
論
乏
物
議
理
不
レ
可
レ
然
、
（
中
略
）
佃
須
下
恒
例
入
堂
島
時
、
量
子
「
人
、
臨
時
交

　
　
（
一
作
）
衆
之
臼
露
階
徒
三
人
」
永
爲
卑
常
式
㌔

ご
言
っ
て
児
の
数
に
制
限
を
加
へ
ん
ご
し
て
み
る
。
軍
安
時
代
の
中
ご
ろ
か
ら
以
後
は
、
鯨
り
、
身

分
の
高
く
な
い
ε
思
へ
る
僧
侶
で
も
、
そ
の
僧
房
の
記
事
を
見
る
ε
、
大
抵
見
が
一
人
と
か
二
入
ご

か
居
つ
π
や
う
で
あ
る
。
　
道
を
歩
く
時
は
弟
子
の
僧
、
ち
ご
、
童
を
つ
れ
て
歩
い
π
Q
　
明
悪
上
人
は

北
條
泰
時
か
ら
荘
園
を
寄
進
し
よ
う
ご
し
た
の
を
斥
け
て
「
寺
の
豊
な
る
に
耽
り
て
兇
ざ
も
取
置

き
酒
宴
し
兵
具
を
提
げ
」
（
癒
尾
明
惑
上
人
徳
雪
下
）
る
や
う
な
事
に
な
る
か
ら
ε
言
っ
て
断
つ
π
の
は
有
名
な
誘

で
あ
る
。
（
以
下
次
號
）


